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で
回
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
う
ど
と
り
入
れ

の
忙
し
い
時
期
で
あ
っ
た
せ
い
で
し

ょ
う
か
、
あ
る
い
は
、
大
師
が
粗
末

な
格
好
を
し
て
い
た
せ
い
で
し
ょ
う

か
、
と
り
合
っ
て
く
れ
る
家
は
一
軒

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
う
と
う

伝
説
の
地
を
行
く
⑥ 

日
も
暮
れ
て
し
ま
い
、
大
師
は
、
人

々
の
不
人
情
を
悲
し
く
思
い
な
が
ら
、

小
川
に
か
か
っ
た
橋
の
下
で
一
夜
を

明
か
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

秋
も
終
わ
リ
の
こ
と
で
す
か
ら
、

冷
た
い
夜
風
が
身
に
し
み
で
、
眠
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
る
で
、

一

夜
が
十
夜
の
よ
う
に
も
思
え
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
の
時
大
師
は
、
「
行
き

な
や
む
浮
世
の
人
を
渡
さ
す
ば

ひ

と

と
一
夜
も
十
夜
の
橋
と
お
も
ほ
ゆ
」
と

い
う
和
歌
を
詠
ん
で
、
翌
朝
去
っ
て

行
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
そ
の
橋

の
こ
と
を
「
十
夜
ケ
橋
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

十
夜
ケ
橋
に
は
、
今
も
、
大
師
を

慕
う
巡
礼
者
の
香
華
が
絶
え
ま
せ
ん
。

今
か
ら
千
年
以
上
も
前
、
弘
法
大

師
が
、
四
国
八
十
八
か
所
を
聞
き
な

が
ら
旅
を
し
て
、
大
洲
へ
や
っ
て
来

た
時
の
こ
と
で
す
。
す
で
に
、
日
も

暮
れ
か
け
よ
う
と
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
大
師
は
一
夜
の
宿
を
借
り
よ

う
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
家
に
頼
ん
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今月号の見どころ

市民のうこ・き

平成4年 9月30日現在

39，501人 (+23)

18，784人 (+33)

20，717人 (-10)

13，253世帯 (十5)

240.99平方キロメートル

人

男

女

世帯数

面 積

ロ

今月の閉庁土曜日は

11月14日と28日です

市民の皆様のこ・理解とこ-協力をお願いします。

今月の納税は

国民健康保険税4期
納期は11月30日です。
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「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、

女

性

の

役

割

を

考

え

よ

う

」

と
、

社

会

や

地

域

に

お

け

る

九
月
二
日
、

大

洲

市

ー
ダ

l
研

修

』

公

民

館

連

絡

協

議

会

な

ど

の

主

催

で

『
大
洲
市
女
性
リ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

放
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、

今
回
は
、

充

実

し

た

話

し

合

い

を

」

と 開

の
狙
い
で
、
列
車
を
研
修
会
場
に
。
大
洲
・
西
条
聞
を
旅

し

な

が

ら
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

{
い
ざ
出
発
】

今
回
の
研
修
に
使
用
し
た
車
両
は

J
R
四
国
所
有
の
特
別
車
両
「
ア
イ

ラ
ン
ド

・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
号
」
。
五

両
編
成
で
、
各
車
両
に
は
、
テ
レ
ビ

モ
ニ
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
中

央
三
号
車
か
ら
の
映
像
を
映
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
修
当
日
、
集
合
場
所
と
な
っ
た

ポン
f「寸1

シ
:::::>>. l.c 

J
R
伊
予
大
洲
駅
に
は
、
八
時
半
を

過
、
ぎ
る
頃
か
ら
、
参
加
者
た
ち
が
続

々
と
集
合
。
初
め
て
体
験
す
る
列
車

シ
ン
ポ
に
、
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
乗
車
を
開
始
し
ま
し
た
。

九
時
二
十
分
、
定
刻
に
大
洲
駅
を

出
発
し
た
列
車
は
、
途
中
新
谷
駅
で

一
部
の
参
加
者
を
乗
せ
る
と
、
一
路

西
条
へ
。
九
時
四
十
五
分
、
研
修
会

は
開
会
し
ま
し
た
。

開
会
直
後
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
で

は
、
大
洲
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
の

高
柳
芳
久
会
長
が
次
の
よ
う
に
あ
い

さ
つ
「
今
日
、
女
性
の
社
会
参
加
に

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
、
二
十

一
世
紀
を
語

る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
斬
新
な
研
修
方

法
に
な
り
ま
し
た
。
積
極
的
に
討
論

に
参
加
し
、
二
十
一

世
紀
に
お
け
る

女
性
の
役
割
に
つ
い
て
の
指
針
が
得

ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
」

。

開
会
行
事

終
了
後
は
、
四
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
移
り
ま
し

た。

川川 、

世紀

性の時代

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
勤
め
た
の
は
、

大
洲
市
長

・
桝
田
奥

一
氏
、
大
洲
市

教
育
長
・
久
保
田
仁
郎
氏
、
大
洲
市

連
合
婦
人
会
長
・
亀
井
悦
子
さ
ん
、

パ
ツ
フ
ォ
文
化
事
業
室
長

・
へ
ロ
ン

久
保
田
雅
子
さ
ん
の
四
人
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、
ま
た
、
一
男
性
、

一
女
性
と
し
て
の
意
見
を
発
表
し
ま

し
た
。一

う
〉
ポ
シ
ウ
仏
要
旨
}

ある女性とは

-
桝
田
市
長
・

こ
れ
か
ら
二
十

一
世
紀
に
か
け

て
は
、
高
齢
化
の
進
行
と
そ
れ
に
伴

う
福
祉
の
問
題
と
が
、
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、

求
め
ら
れ
る
の
は
、

地
域
に
お
け
る

女
性
の
力
。
大
き
な
期
待
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

女
性
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
の
当
事

者
と
し
て
、
積
極
的
に
自
分
の
意
見

を
主
張
し
て
く
だ
さ
い
。
見
か
け
で

な
く
、
中
身
で
輝
く
女
性
で
い
て
く

だ
さ
い
。

-
久
保
田
教
育
長
・

家
庭
・
社
会
で
魅
力
あ
る
女
性
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
そ

こ
に
は
共
通
の
普
遍
的
要
素
が
求
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
っ

宇

AFnノ

一
、
個
性
の
あ
る
女
性

一
一、
知
性
の
あ
る
女
性

三
、
気
配
り
の
で
き
る
女
性

四
、
気
(
や
る
気
・
根
気
・
元
気
・

・
・
)
の
あ
る
女
性

と
い
う
点
で
す
。

2 

-
亀
井
会
長
・

女
性
の
在
り
方
に
は
、
普
遍
的
な

要
素
と
時
代
に
則
し
て
対
応
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
的
確
に
見
極
め
、

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
視
野
を

広
げ
な
が
ら
、
女
性
の
役
割
を
考
え

て
い
き
ま
し
ょ

P

フ。

「
選
挙
権
を
最
大
限
に
活
用
し
た

政
策
決
定
の
場
へ
の
進
出
」
「
行
政

へ
の
積
極
的
な
参
画
」
な
ど
、
こ
れ

か
ら
は
、
む
し
ろ
女
性
が
男
性
を
巻

き
込
む
形
で
活
動
を
起
し
、
性
別
を

越
え
た
人
間
関
係
の
確
立
に
努
力
し

キ
ナ
し
ょ
ャ
フ
。

-
久
保
田
室
長
・

こ
れ
か
ら
は
、
「
性
差
」
で
は
な

く

「個
性
」
を
論
じ
る
時
代
。
女
性

の
中
に
も
男
性
ら
し
さ
は
あ
る
し
、

男
性
の
中
に
も
女
性
ら
し
さ
は
あ
り

ま
す
。
余
り
世
間
で
言
う
と
こ
ろ
の

「
1
ら
し
さ
」
と
い
う
も
の
に
と
ら

わ
れ
過
ぎ
ず
、
女
性
も
そ
の
本
質
を

活
か
し
な
が
ら
、
自
己
改
革
し
て
い

か
な
け
れ
ば
だ
め
。
ま
た
、
男
性
も
、

経
済
的
自
立
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
は
、
家
庭
生
活
の
上
で
の
自
立
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い

っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

女
性
は
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

生
活
を
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
ど

ん
ど
ん
行
政
施
策
に
そ
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
主
張
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。



ヲ。こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は
、

モ
ニ
タ
ー
を
と
お
し
て
全
車
両
に
放

映
さ
れ
、
各
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
四
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

'
は
各
車
両
に
分
か
れ
、
討
論
会
に
参

加
。
白
熱
し
た
議
論
が
、
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
各
車
両
に
お
け
る
討
論
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
討
論
会
の
要
旨
】

O
既
に
子
供
の
頃
か
ら
、
仕
事
の
分

担
の
面
で
、
男
女
間
格
差
が
生
じ
て

い
る
。

例

一
キ
ャ
ン
プ
に
い
っ
た
場
合
、
汚

い
仕
事
は
男
の
子
が
処
理
し
、
女
の

子
は
手
を
出
さ
な
い
と
い
う
傾
向
が

あ
る
。

O
女
性
の
意
識
だ
け
で
な
く
、
男
性

意
識
の
改
革
こ
そ
が
必
要。

例
一

女
性
が
本
音
で
主
張
す
る
と
、

「
女
の
く
せ
に

・
・
・
生
意
気
な
」

21 
と
い
う
言
葉
が
、
男
性
か
ら
出
る
。

O
家
庭
の
こ
と
や
育
児
が
十
分
に
で

き
た
上
で
、
社
会
へ
出
て
い
く
の
が

真
の
意
味
で
の
女
性
の
社
会
参
加
で

は
な
い
、
だ
ろ
う
か
。

O
女
性
の
社
会
参
加
に
は
、
家
庭
内

の
家
族
の
協
力
が
必
要
。
し
っ
か
り

と
し
た
目
的
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
を

家
族
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努

力
す
べ
き
で
あ
る
。

O
男
女
は
平
等
で
は
な
い
が
、
ま
た
、

お
互
い
に
優
る
も
の
で
も
劣
る
も
の

で
も
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い

る
「
1
ら
し
さ
」
と
い
う
も
の
は
、

東
洋
(
日
本
)
の
文
化
性
が
生
み
出

し
た
も
の
。
お
互
い
に
、
そ
の
「
1

ら
し
さ
」

を
尊
重
し
合
い
た
い
も
の

だ。O
子
供
た
ち
は
、
ほ
め
て
や
る
こ
と

で
「
そ
の
本
質
を
発
揮
す
る
」
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
男
女
も
同
じ
で
は

な
い
か
。
お
互
い
に
ほ
め
合
う
こ
と 家庭・社会で魅力

で
、
そ
の
本
質
を
活
か
し
合
え
ば
よ

い
と
回
一
γ
7
。

O
真
の
自
由
(
開
放
)
は
、
自
分
の

心
の
中
に
あ
る
。
い
く
ら
束
縛
さ
れ

た
状
態
に
あ
っ
て
も
、
自
分
さ
え
心

の
自
由
を
見
失
わ
な
け
れ
ば
、
色
々

な
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
。
自
分
の

心
に
壁
を
作
ら
ぬ
よ
う
、
常
に
挑
戦

の
気
持
ち
で
生
き
て
い
こ
う
。

討
論
会
の
終
っ
た
午
後
は
、
参
加

者
全
員
で
西
条
駅
に
降
り
立
ち
、

一

路
石
鎚
へ
。
時
折
涼
し
い
風
の
吹
く

成
就
社
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
眺
望
を

楽
し
み
ま
し
た
。

帰
路
の
車
内
で
は
懇
親
の
輸
も
広

が
り
、
一

同
は
再
会
を
誓
い
合
い
な

が
ら
列
車
を
後
に
し
ま
し
た
。

も
み
じ
ま
つ
り
、
持

始
ま
り
ま
す
ヨ

紅
葉
に
酔
う
秋
の
宴

H

も
み
じ
ま

つ
り
H

が
、
今
年
も
、
新
谷
の
稲
荷

山
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

十

一
月
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

問
、
次
の
よ
う
な
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
、
深
ま

り
行
く
秋
を
ご
満
喫
く
だ
さ
い
。

o
u月
1
日
開
幕
式
(
稲
荷
山

日
時

1
)

0
日
月
8
日
ふ
る
さ
と
祭
り

I

(新
谷
小

学

校

午

後
)

0
日
月
日
日
観
葉
会

(稲
荷
山
、

ロ
時
1
)

0
1
月
U
日
ふ
る
さ
と
祭
り

H

(農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
、
午
後
)

都
市
計
画
道
路

変
更
案
の
縦
覧

大
洲
都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
を

次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

{変
更
す
る
路
線
の
名
称
}

3

・
5
・
6

若
宮
慶
雲
寺
線

3
・

5
・
7

若
宮
天
満
線

3

・
6

・
1

大
洲
徳
森
線

{縦
覧
期
間
】

平
成
4
年
日
月
6

日
か
ら
初
日
ま
で
の
業
務
時
間
内

{縦
覧
場
所
}

市
役
所
都
市
整
備
課

一
3
路
線

愛
媛
県
土
木
部
都
市
計
画
課
一
大
洲

徳
森
線
の
み

3 



地区基本計画を策定学園都市

九
月
定
例
市
議
会
は
、

9月定例市議会

九
月
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
十
二
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
平
成
四
年
度
補
正
予
算
関
係
四
件
、
人
事

案
件
一
件
、

そ
の
他
三
件
の
計
八
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

政
府
は
去
る
八
月
二
十
八
日
、
経

済
対
策
閣
僚
会
議
を
聞
い
て
、
景
気

対
策
と
し
て
は
過
去
最
太
の
十
兆
七

千
億
円
の
総
合
経
済
対
策
を
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
県
に
お
い
て

も、

九
月
議
会
に
景
気
対
策
費
四
百

• 

四
十
二
億
円
を
含
む
、
か

つ
て
な
い

大
型
補
正
予
算
の
発
表
が
な
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
市
と
し
て
も
、
今
回

の
対
策
を
機
に
、
景
気
の
回
復
を
強

く
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
今
月
か
ら
毎
月
第
二
土
曜

日
を
休
み
と
す
る
国
・
公
立
学
校
の

「
学
校
週
五
日
制
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
五
日
制
が
目
指
す
の
は
、

時
間
に
追
わ
れ
る
子
供
た
ち
の
生
活

に
ゆ
と
り
を
与
え
、
学
校
外
で
の
体

験
を
増
や
す
こ
と
で
、
自
分
で
考
え
、

主
体
的
な
判
断

・
行
動
が
で
き
る
能

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
ど
う
か
温
か
い
目
で
地
域
の

子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計

七
億
四
千
四
百
三
十
五

万
円

五
千
七
百
二
十
五
万
円

六
千
六
百
八
十
七
万
円

八
億
六
千
八
百
四
十
七

万
円

今
回
の
補
正
で
、

特
別
会
計

企
業
会
計

合

計

予
算
総
額
は
、

二
百
五
十
六
億
二
百
五
十
七
万
円
と

な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、

約

一
七
・

一
%
増
加
し
ま
し
た
。

市安

ム一
A

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
、
百
三
十
八
億
千
四
百
九

十
五
万
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比

較
す
る
と
、
十
三
億
三
千
三
百
六
十

四
万
円

(
約
一

0
・
七
%
)
増
加
し

ま
し
た
。

【
総
務
費
}

V

学
園
都
市

内
地
区

基
本
計
画
策
定
委
託
料
に
六
百
五
十

万
円{

民
生
費
】

V
大
洲
・
喜
多
特
別

養
護
老
人
ホ

l
ム
事
務
組
合
負
担
金

と
し
て
五
千
四
百
十
九
万
円
マ
住
み

よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
二

千
二
十
九
万
円
V
地
方
改
善
施
設
整

備
事
業
に
九
千
八
百
七
十
五
万
円

{衛
生
費
}

V
生
活
排
水
汚
濁
改

善
簡
易
設
備
準
備
事
業
に
千
万
円

{
農
林
水
産
業
費
}

V

農
業
後
継

者
就
農
促
進
対
策
事
業
に
二
百
六
十

八
万
円
V
間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業

七
千
二
百
十
七
万
円

{
商
工
費
}

V

大
洲
ま

つ
り
補
助

金
と
し
て
百
五
十
万
円

{
土
木
費
}

V

田
口
徳
森
線
道
路

改
良
事
業
に
九
千
八
百
万
円
V
道
路

整
備
県
工
事
負
担
金
に
七
千
五
百
十

万
円{

消
防
費
】

V
消
防
施
設
整
備
事

業
に
五
百
二
十
五
万
円

{教
育
費
}

V
県
指
定
文
化
財
調

4 

査
事
業
(
臥
龍
山
荘
)
に
二
百
五
十

万
円{

災
害
復
旧
事
業
}

V

現
年
単
独

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
と
し
て

三
百
八
十
万
円

条
例
関
係
そ
の
他

V
大
洲
市
消
防
団
条
例
の

一
部
改

正
V
平
成
三
年
度
大
洲
市
企
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
V
大
洲
喜
多

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
事
務
組
合
規

約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意

を
求
め
た
も
の
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
退
任
し
た
久
保

田
仁
郎
氏

(六
五
)
に
か
わ
り
、
新

た
に
元
市
立
大
洲
南
中
学
校
校
長
の

稲
積
綱
吉
宗
氏
(
六
三

)
H
大
洲
市
田

口
H

を
任
命
し
、
会
社
社
長
楠
崎
正

男
氏
二
つ

3

1大
洲
市
八
多
喜
町

H
H
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。



に
向

っ
て
、
教
育
活
動
を
展
開
し
て
州

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
日
じ
い

「
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
文
化…ー

都
市
づ
く
り
」
に
焦
点
を
あ
て
、
教
悌
九
月
定
例
市
議
会
で
行
財
政
調
査

前

教

育

長

の

久

保

田

仁

郎

氏

が

、

育

活

動

の

全

分

野

に

わ

た

っ

て

、

市

的

特

別

委

員

会

と

決

算

特

別

委

員

会

が

任
期
満
了
に
よ
り
、
十
月
二
日

を

も

民

の

皆

様

の

ご

要

望

に

則

し

た

適

切

開

設

置

さ

れ

、

議

会

運

営

委

員

会

及

び

{

特

別

委

員

会

}

っ
て
退

任

さ

れ

た

の

に

伴

い

、

市

議

な

施

策

を

進

め

て

ま

い

り

た

い

と

考

内

各

常

任

委

員

会

の

委

員

の

改

選

も

行

行

財

政

調

査

特

別

委

員

会

会
の
同
意

を

得

て

、

後

任

の

教

育

委

え

て

お

り

ま

す

o

w

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
構
成
な
ど
は
、

O
小
泉
紘
文

O
宇
都
宮
敏
伯

員
に
稲
積
御
寮

氏

が

任

命

さ

れ

ま

し

か

つ

て

、

大

洲

の

地

を

訪

れ

た

人

W

次

の

と

お

り

で

す

。

吉

岡

昇

平

大

森

隆

雄

久

保

幸

一

た
。

々
は
、
異
口
同
音
に
「
大
洲
に
は
、
問

(
@
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
)

橋
本
猶
範
木
元
秋
輝

市

教

育

委

員

会

で

は

、

臨

時

委

員

他

に

見

ら

れ

な

い

良

俗

が

あ

る

」

と

仇

{

常

任

委

員

会

】

(敬

称

略

)

決

算

特

別

委

員

会

O
宇
都
宮
敏
伯

会
を
聞
き
、

後

任

の

教

育

長

の

互

選

た

た

え

ま

し

た

。
そ
れ
は
、
私
た
ち
同
総
務
商
工
委
員
会

O
吉
岡
昇
平

O
山
下
勝
利
窪
田
亀

一

田
淵
保

を

行

な

っ

た

結

果

、

全

員

一

致

で

教

の

大

洲

に

は

、

歴

代

藩

主

の

文

教

奨

W

O
清

水

久

二

博

木

村

誠

窪

田

亀

男

大

野

新

策

小

泉

紘

文

育

長

に

稲

積

伺

烹

氏

を

選

出

。

十

月

励

と

大

洲

の

地

が

生

み

出

し

た

先

哲

時

一

宇

都

宮

敏

伯

大

野

新

策

木

同

和

対

策

特

別

委

員

会

O
久
保
勝

八
日
付

で

県

教

育

委

員

会

の

承

認

を

偉

人

の

教

え
が
、
よ
く
生
か
さ
れ
て

W

元
秋
輝

O
福
住
幸
男
清
水
久
二
博
吉
岡

得
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
o

M

建
設
農
林
委
員
会

O
久

保

勝

昇

平

二
宮
義
邦

西

田

善

生

-

稲

積

伺

宗

氏

の

略

歴

血

マ

私

た

ち

は

、

歴

史

と

伝

統

を

大

切

仰

O
福
住
幸
男
池
田
幸
徳
山
下
勝
肱
川
流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会

住
所
大
洲
市
田
口
甲

一
O
五
二
番

に

し

、

時

代

に

即

応

し

た

着

実

な

歩

W

利

二
宮
義
邦

西

田

善

生

小

劇

O
小
泉
紘
文

O
大
森
隆
雄
吉
岡

地
の

一一

み
を
進
め
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

W

紘

文

猛

田

淵

保

男

山

下

勝

利

久

保

生
年
月
日
昭
和
四
年
三
月

十

日

す

。

ど

う

か

、

温

か

い

ご

理

解

と

ご

W

厚
生
文
教
委
員
会

O
久

保

幸

信

幸

信

大

野

新

策

最
終
学
歴
法
政
大
学
文
学
部
卒
こ
の
度
、
久
保
田
教
育
長
の
後
任
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

m

O
田
淵
保
男
吉
岡
猛
大
谷
喜
昭
(
同
和
対
策
特
別
委
員
会
及
び
肱
川

昭
和
M
年
喜
多
郡
大
瀬
村
立
大
瀬
と
し
て
、
私
が
勤
め
さ

t
て
い
た
だ
上
げ
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た

仏
大
森
隆
雄
久
保
幸
一
橋
本
猶
範
流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会
に
つ
い

中

学

校

教

諭

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

し
ま
す
。

仇

竹

田

豊

記

て

は

、

今

回

改

選

は

あ

り

ま

せ

ん

で

昭
和
印
年
八
幡
浜
教
育
事
務
所
管
大
洲
市
が
目
指
し
て
お
り
ま
す
「
水

W

{

議
会
運
営
委
員
会

}
O小
泉
紘
文
し
た
が
、
参
考
ま
で
に
掲
載
し
ま
し

理

課

長

と

緑

の

豊

か

な

市

民

都

市

の

創

造

」

W

O
橋

本

猶

範

吉

岡

昇

平

宇

都
宮

た

)

“
‘
‘

‘

d‘
‘‘

‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘

i
‘‘

d
i
d
i
-
-
〓

i
i
1
1
1
1
1
4
4
4
2
4詰
3
4主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
仁
下
手
手
主
主
主
主
4主
主
是
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主

額

が

減

額

さ

れ

る

人

は

、

六

十

歳

か

い

る

人

は

、

任

意

加

入

す

る

こ

と

は

ぬ

も

め

ご

と

、

借

地

・

借

家

問

題

な

ど

ら

六

十

五

歳

に

な

る

ま

で

の

問

、

国

で

き

ま

せ

ん

。

ま

た

、

加

入

は

申

し

…

で

困

っ
て
い
る
場
合
に
、
相
談
に
乗

民
年
金
に
「
任
意
加
入
」
し
て
、
加
出
た
月
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、
手
仰

っ
て
く
れ
ま
す
。
ご
遠
慮
な
く
ご
相

入
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
続
き
が
遅
れ
る
と
、
そ
れ
だ
け
加
入
の

W

談
く
だ
さ
い
。

す
。

期
聞
が
短
く
な
り
ま
す

o

w

な
お
、

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

特

に

、

年

金

を

受

け

る

た

め

の

不

六

十

歳

に

な

る

前

に

、

一

度

ご

自

制

固

く

守

っ
て
く
れ
ま
す
。

足

期

聞

が

五

年

以

内

で

あ

れ

ば

、

任

分

の

加

入

期

間

に

つ

い

て

、

よ

く

確

時

{

新

し

い

委

員

}

意
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
金
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い

o

w

氏

名

稲

田

賓

留

受
給
に
結
び
付
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※

国
民
年
金
に
関
し
て
の
お
問
い
合

W

住
所
大
洲
市
平
野
町
野
田

一

た
だ
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
せ
は
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
o

w

番
地
の
五

の
加
入
者
や
、
既
に
国
民
年
金
の
老
宮
⑫
2
1
1
1
内
線

2
5
6

時

⑫

3
6
6
7

齢

基

礎

年

金

を

繰

り

上

げ

て

受

け

て

州

新
教
育
長
に

稲辺
積二

御
烹
氏

昭
和
印
年

平
成
元
年

大
洲
南
中
学
校
校
長

退
職

就
任
あ
い
さ
つ

「
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
て
」

穴
洲
市
教
育
長

稲

積

淘

薫

国
民
年
金
の
加
入
は

六
十
五
歳
ま
で
可
能
で
す

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て
、

二

十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
ま
で
の
人
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間

(受
給
資
格
期
間
)
が
不
足
し
て
い

る
人
や
、
こ
の

期
聞
を
満
た
し
て
い

て
も
、
過
去
に
保
険
料
の
未
納
期
間

や
免
除
期
聞
が
あ
る
た
め
に
、
年
金

本
年
九
月
十
五
日
付
け
で
、
法
務

大
臣
か
ら
次
の
人
が
、
当
市
の
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
、
不
当
な
差
別
や
い
や

が
ら
せ
な
ど
の
人
権
侵
害
を
受
け
た

り
、
結
婚
・
離
婚
・
扶
養
・
相
続
な

ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
、
騒
音
・
振

動
・
悪
臭
な
ど
に
よ
る
隣
近
所
と
の

敏

伯

久

保

幸

一

木

元

秋

輝

※
常
任
委
員
と
議
会
運
営
委
員
の
任

期
は
、
本
年
十
月
五
日
か
ら
二
年
間

で
す
。

五
O 

電
話

5 



大 洲 市

(1) 人件費の状況(普通会計決算)

住民基(4本台帳1) 
人口 .3.3 

歳出額 A 実質収支|人件費 B

39，313人 141億8，982万円 崎，687万円 128億1，町円| 19.8% 20.5% 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職員数 *‘Lロ』 与 費 1人 当たり
区分

A 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 給与費(B/A)

4年度 404人 12億7，406万円 1億6，572万円 6億2，424万円 20億6，402万円 511万円

(注) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(4年4月1日現在)

般 千'丁一 政 職 技 青色 7i 務 職
区分

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

大洲市 267，395円 294，566円 38.11歳 216，515円 225，777円 40.6歳

国 275，128円 38.8歳 255，164円 48.0歳

(4 ) 職員の初任給の状況(4年4月1日現在)

大 制'1'1 市 国
区 分

採用 2年料経過 日 採小Jふ口 用 2年経過日宇刀 任 S小~t口〉
給 額

初 任 給 料 客員

大学卒 153，700円 167，300円 153，700円 167，300円
一般行政職

高校卒 124，900円 133，800円 ， 124，900円 133，800円

(注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

(5) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (4年4月1日現在)

区 分 経験年数 6年 経験年数 19年 経験年数 23年

大学卒 179，700円 316，300円 356，433円
一般行政 職

高校卒 160，300円 251，925円 311，338円

高校卒
技能労務職

中学卒 120，533円 200，400円 238，200円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務し・でいる場合は、採用後の年数です。

6 



7 

(6) 一般行政職の級別職員数の状況(4年4月1日現在)

区 分 1級 2級 3級 4級
部長等 5人(1.5%)

5級 6級 7級 8級 9級 計

標準的な職務内容
主事 下級 上級

主査 係長
専門 課長

課長 部長
ネ雨 主事 主事 員 補佐

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
職 員 数 32 48 27 70 62 21 33 28 51 326 

% % % % % 。/。 % % 。/。 % 
構 成 上ヒ 9.8 14.7 8.3 21. 5 19.0 6.5 10.1 8.6 1.5 100 

1年前の % % % % % % 。% 。/。 % % 

構 成 比
7.6 12.9 9.1 23.7 18.7 7.6 9.5 8.8 1.9 100 

参考
5年前の % % % % % % % % 。/。 。/。

構成比
4.3 19.3 7.5 27.3 15.5 9.0 8.4 7.1 1.6 100 

(注) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

(8) 職員手当の状況

区 分 大 洲 市 国

3年度支給割合 3年度支給割合

期 末手当 勤勉手当

6月期 1.6月分 0.6月分 大

期末手当 12月期 2.1月分 0.6月分 洲市

勤勉手当 3月期 0.55月分 国

言十 4.25月分 1.2月分 と
同

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 ε

(支給率) 自己都合 勧奨・定年 大

勤続 20年 21. 0月分 28.875月分 洲市

勤続 25年 33.75月分 44.55月分 国

勤続 35年 47.5月分 62.7 月分 と
同

最高限度額 60.0月分 62.7 月分 じ

退職手当

(4年 3月
その他の加算措置 定年前早期退職特別措置

(2 %-10%加算)

31日現在)

~ 職 時 勧奨退職

特別昇 給 2号給

1人当たり
自己都合 勧 奨

平均支給額 221万円 2，831万円

(注)職職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種
に係る職員に支給された平均額です。

区 分 内

2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(7) 昇給期間短縮の状況

内
区 分 ii、 舌p↓ l 

一級行政職 技能労務職

職 員 数 A 527人 310人 64人

2年度
普通昇給期間 (12-24月) を

8人 8人 0人
短縮して昇給した職員数 B 

上じ 率 B/A 1.5% 2.6% 0% 

職 員 主主 A 534人 317人 63人

3年度
普通昇給期間(12-24月)を

8人 6人 0人
短縮しで昇給した職員数 B 

比 率 B/A 1.5% 1.9% 0% 

区 分 ~ 職 種

職員全体にム占口める手当支
給職員の割

44.6% 

特殊勤務
支給対象職員 l人当たり

31，693円
平均支給額

子 当 手当の種類(手当数) 25 

(3年度) 支給額の多い 研究手当(医療)、精薄勤者手(児当)施設勤

代表的 手当
務手当、老人ホーム 務 、税務
職手当

な手当
多くの職員に

出納員手当、 現手(児場当)監施督勤手当、税当務職の名称 支給されてい 手当、精薄勤者 設務手、老

」 ー
る手当 人ホーム務

'世コマー 国の制度との異動 国の制度と異なる内容

扶養手当
配偶者16，000円、扶養親族2人目まで5，500円、その他1，000円、配偶者のない職員

同
の扶養親族 I人目11，000円

住居手当
借家居住者一家賃と 11，000円の差額が10，000円に達するまでその差額を支給 (支給

同
限度額23，000円) 持家居住者一1，000円(取得後 5年以内2，500円)

通勤手当
通勤距離片道 2km以上 交通機関利用・・運賃相当額

異
交通用具利用者については、国の

交通用具利用・・・運賃相当額の約65% 定額方式に対し定率方式を採用

(9) 特別職の報酬等の状況は年4月1日現在) 時間外勤務手当

区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

市 長 866，000円
( 3年度支給割合)

助 千実 662，000円
6月 1.6月分

収入役 574，000円
12月 2.1月分

年度 支給総額 職員 l人当たり支給年額

2年度 5，170万円 97千円

3義 長 433，000円 3月 0.55月分
副議長 351，000円 計 4.25月分

3年度 5，315万円 98千円

2義 員 320，000円
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桝
形
通
り

松

田

祐
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ノロ

歌
ま
つ
り

e
oも
定
き

か
み
あ
り

づ
き

出
雲
地
方
の
神
有
月
に
は
、
日
本

全
地
方
は
州
都
町
と
な
る
。

即
ち
地

方
の
代
表
的
指
導
者

(首
領
)
は、

出
雲
に
集
ま
り
、
神
集
祭
を
行
い
諸

々
の
き
ま
り
、

相
談
を
し
た
の
で
あ

る。

出
雲
で
の
会
議
を
終
え
た
神
々

(首
領
)
は
地
方
に
帰
り
散
在
し
て

い
る
部
族
を
一
ヶ
所
に
集
め
て
そ
れ

を
伝
達
し
た
。
大
洲
地
方
に
お
い
て

は
、
そ
の
際
特
に
集
会
の
通
知
を
し

な
く
と
も
仲
秋
の
名
月
の
夜
に
夫
々

の
部
族
の
長
や
関
係
者
が
、
距
離
的

に
も

一
番
都
合
の
よ
い
冨
士
山
々
項

(霊
場
)
に
参
集
す
る
の
が
慣
例
と

な

っ
て
い
た
。

山
項
に
あ
る
、
長
さ

三
川
十
認
、
巾
二
M
五
十
去
、
高
さ

一
M
の
水
成
岩
の
机
石
(
坐
禅
石
)

に
お
供
物
を
盛
り
上
げ
、
出
雲
朝
廷

ず

さ

の

訟

を
つ
く
ら
れ
た
宗
祖
た
る
素
釜
鳴
の

大
神
を
た
た
え
、
品
川
持

P
J
の
祭
典

を
執
り
行
な
い
、
大
破
祝
詞
に
あ
る

〈
に
つ

め
ま
つ

国
津
罪
や
天
津
罪
を
お
か
す
べ
か
ら

ず
と
教
語
し
、
諸
々
の
き
ま
り
を
伝

え
、
最
後
に
審
火
に
か
こ
ま
れ
て
、

神
鎮
物
の
山
鳥
や
野
兎
や
里
芋
を
鍋

u
h
え

に
入
れ
炊
き
上
げ
て
直
会
を
聞
い
た
。

狩
猟
族
か
ら
農
耕
族
と
な
り
、
肱
川

流
域
の
平
地
部
に
降
り
て
来
た
古
代

先
住
民
の
歌
ま
つ
り
の
行
事
と
し
て

始
ま
っ
た
|
い
も
た
き
は
、
年
を
経

て

一
般
の
老
若
男
女
が
河
原
に
集
る

家
族
国
策
の
い
も
た
き
へ
と
変
っ
て

い
っ
た
。

元
和
三
年
、
加
藤
貞
泰
候
が
藩
主

と
な
ら
れ
て
後
、
藩
主
の
お
声
が
か

り
の
行
事
と
し
て
城
下
あ
げ
て
、
河

原
の
い
も
た
き
を
行
う
様
に
な
り
、

藩
制
三
百
年
の
伝
統
あ
る
い
も
た
き

行
事
へ
と
移
り
変

っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
年
の
い
も
た
き
を
始
め
る
に
当

り
、
東
北
の
い
も
煮
会
、
大
洲
の
い

も
た
き
と
、
日
本
い
も
た
き
二
大
元

祖
と
し
て
、
そ
れ
が
ル

l
ツ
を
周
知

す
る
た
め
に
も
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
歌
ま
つ
り
を
取
り
上
げ
、
如
法
寺

河
原
に
祭
壇
を
設
け
、
古
式
豊
か
に
、

弓
太
鼓
と
八
雲
琴
の
音
曲
に
合
せ
て
、

八
雲
神
歌
を
朗
詠
し
、
亙
女
の
奉
納

舞
な
ど
を
実
施
し
た
。
大
洲
の
い
も

た
き
の
起
源
と
な

っ
た
歌
ま
つ
り
を

再
現
し
、
年
毎
に
充
実
し
た
祭
典
と

し
て
発
展
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

10周年おめでとう

今年開館10周年を迎える「徳森児童セ

ンター」では、 11月 8日、記念行事を開

催します。下記の日程で実施しますので、

ご家族連れでお気軽におこしください。

[開催日程}

平成 4年11月 8日 10 : 30-

於徳 森児童センター

10 : 30-11 : 00 記念式典

11 : 00-11 : 30 アトラクション(親子

参加 による人形劇・発表

会)

12 : 00-14 : 20 こども広場

14 : 20- 閉会式

[こども広場のイベント1
.バザーコーナ ー

・人形劇・ゲームコーナー

・お化けやしき・迷路コーナー

.ビデオアニメコーナ ー

・ふれあいコーナー

.即売コーナー

・抽選会

[その他I
この他に、展示コーナーもあります。

また、記念式典及びこども広場のイベン

トに参加した人には、素敵なプレゼント

があります。

※詳しくは、児童センターまで。

ft25- 4735 

徳森児童センター
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「差
別
は
生
き
て
い
る
」

三
、
奪
わ
れ
た
い
の
ち

前
略

秋
ら
し
く
な
り
朝
夕
は
寒
さ
を
思

わ
す
今
日
こ
の
ご
ろ
、
家
族
の
者
に

は
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

ん
に
い
え
ば
わ
ら
わ
れ
、
ま
た
、
し

か
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
た

し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。

M
さ
ん
の
こ

と
を
思
え
ば
、
交
際
を
し
か
け
た
の

が
、
昨
年
の
三
月、

一
年
六
か
月
、

今
二
人
の
聞
に
は
、
結
婚
と
い
う
大

問
題
が
目
前
に
せ
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
す
え
か
来
年
の
始
め
に

は
、
・
お
じ
い
さ
ん
か
ら

M
さ
ん
に
庄

が
わ
た
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
問
題
は
、

私
が
部
落
と
い
う
こ
と
で
結
婚
で
き

ま
せ
ん
。
私
と
結
婚
し
た
ば
あ
い
、

M
さ
ん
は
庖
を
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

M
さ
ん
に
と

っ
て
は
一
生
に

い
ち
ど

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
二
人
で
庖
が
で

き
れ
ば
両
親
に
も
す
こ
し
く
ら
い
の

こ
と
は
:
:
:
。

彼
も
現
在
私
を
離
し
た
く
な
い
し
、

ま
た
庄
は
ほ
し
い
と
ま
よ

っ
て
い
ま

す
。
こ
の
さ
い
、
私
は
彼
の
幸
福
の

た
め
に
身
を
ひ
く
け

っ
し
ん
は
し
て

い
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
部
落
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
痛
切
に
感
じ

た
こ
と
は
今
は
じ
め
て
:
:
:
。

0
0ち
ゃ
ん
の
失
敗
、
私
の
失
敗
、

こ
ん
な
星
の
下
に
生
ま
れ
た
と
い
う

こ
と
が
そ
ん
な
に
ま
で
悪
く
、
ま
た

8 

人
権
と
同
和
教
育

ど
こ
が
違
う
の
か
・
:
。
こ
の
世
を
う

ら
む
よ
り
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。

部
落
の
者
同
士
が
結
婚
す
れ
ば
、

ま
た
そ
の
子
供
は
、
私
と
同
じ
よ
う

な
思
い
を
す
る
で
し
ょ
う
。
私
は
も

う
結
婚
せ
ず
一
生
を
過
ご
そ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
い
や
に
な
れ
ば
自
分

で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
根
拠
の
な

い
こ
と
で
な
や
む
な
ん
て
、
パ
カ
な

・
・
:
・
思
え
ば
な
み
だ
の
連
続
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
ち
で
ま
た

こ
ん
な
私
を
:
:
:
二
人
結
婚
で
き
な

い
の
な
ら
死
の
う
と
ま
で
愛
し
て
く

れ
た

M
さ
ん
が
、
私
に
と

っ
て
最
高

の
人
だ

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
世
の
中
に
結
婚
や
就
職
に
敗

れ
た
者
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
こ
の
世
を
去

っ
た
者
・
:
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

う
ち
に
、
な
み
だ
と
と
も
に
一
生
結

婚
し
な
い
こ
と
に
き
め
ま
し
た
。

(原
文
の
ま
ま
)

こ
の
手
紙
は
、
東
上
高
志
編
「
わ

た
し

ゃ
そ
れ
で
も
生
き
て
い
た
」
、

か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

K
子
さ
ん
は
、
こ
の
手
紙
を
両
親

に
あ
て
て
ま
も
な
く
自
殺
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

K
子
さ
ん
の
天
真
ら

ん
ま
ん
と
み
え
る
ほ
が
ら
か
さ
は
、

悲
し
さ
を
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
か
く
し

た
彼
女
の
「
演
技
」
だ

っ
た
の
で
し

ょ
弓
ノ
か
。

(
つ
づ
く
)
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市長の敬老慰問
9.5 
可F

ウの感謝祭ご苦労さま9.24 
可V
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射
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敬老の日を前に、 9月 5日と 7日の両日、桝田市長が市内の長寿

者宅や老人福祉施設を慰問しました。 5日は、市内の長寿者上位 3

人を訪問し、温かい励ましの言葉と記念品を、また、 7日には、施

設のお年寄たちにお菓子を送りました。(写真は平地の東 新太さん)

9月24日、肱北河原で「ウの感謝祭」が行われました。

これは、うかいの主役を努めたウたちの労をねぎらうもの

で、観光協会の関係者らが、ウに好物のアジをふるまいま

した。今年のうかい利用客は、台風の影響で若干昨年を下

回ったものの、 2万人を超えており、当初の目標を上回り

ました。

観
光
イ
モ
園

い

ち

三

昧

い
ち
だ
き
セ
V
ト
大
好
評

L 

9月25日にオープンした観光イモ園。今年も甘

味満点、お味は上々。 1区画 (3.5m') 1，000円で

女子言浮をはくしています。

大洲の秋の味覚を全国の家庭に届ける、ゅうパッ ク「い

もたきセット」が、 9月7日から取扱を開始しました。こ

のパックは、平成元年から大洲郵便局と匂を愛する会がタ

イアップして始めたもので、大洲産の夏イモや鶏肉などに

特製のスー プ、白玉団子を 5人前組み合せ、 1セット 3，300

円で、扱っています。今年も評判は上々の様です。

qゐ

‘ 9.13 

レ
ワ
パ
レ
ー
で
大
熱
戦

戦
後
強
制
抑
留
さ
れ
た

皆
さ
ん
ヘ

平
和
祈
念
事
業
持
別
基
金
で
は
、

戦
後
、
旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン
ゴ
ル
国

の
地
域
に
・
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ
た

人
、
又
は
、
そ
の
遺
族
に
、
内
閣
総

理
大
臣
名
の
慰
労
品
(
書
状
・
銀
杯
)

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

中
で
も
、
年
金
恩
給
や
公
務
員
の
共

済
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い
人

に
つ
い
て
は
、
慰
労
金
(
十
万
円
)

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
期
限
は
平

成
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
か

ら
、
ま
、
だ
手
続
を
と
っ
て
い
な
い
人

は
、
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
件
に
関
し
て
の
ご
相
談
は
、

福
祉
事
務
所
援
護
係
ま
で
。

含
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
5

9月13日、総合体育館で開かれた H第 2回
郵便局長杯・ふれあいレクリエーションバレ

ーボール大会w には、20人ーム、 194人の婦人
が参加。サザエさん(1部 )、大川 (2部)が優
H券を宣布りました。

9 



生
涯
学
習
で

編
み
物
を

愛
媛
県
で
は
、
県
内
の
専
門
学
校
五

校
に
委
託
し
て
、
第
二
回
生
涯
学
習
公

開
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

八
幡
浜
地
方
局
管
内
で
は
、
島
岩
編
物

専
門
学
校
で
開
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

平
成

4
年
日
月

1

平
成

5
年
3
月

講
座
の
回
数
と
開
催
日
時

叩
回

(
月
2
回
、
土
曜
日
午
後

1
時

叩
分

1
3時
却
分
)

初
回
は
、
日
月
7
日
の
開
講
で
す
。

募

集

定

員

初

人

(
先
着
順
)

講
義
内
容
採
寸
の
仕
方
、
原
型
の
製

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

九
月
三
十
日
分
ま
で

(敬
称
略
)

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

(指
定
配
分
)

金
一
封
(
喜
多
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

若

宮

白

居

重

利

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

大

橋

武

清

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協

・
上
須

戒

老

人

会

へ

)

上

須

戒

坪

田

積

金

一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

小

〈

口

中

尾

利

明

金

一
封

(柳
沢
地
区
社
協
へ
)

丸
山

好
昭

図
、
基
礎
編
み
、

作※

8
回
以
上
出
席
し
た
人
に
は
、
終

了
証
を
授
与
し
ま
す
。

受

講

料

無

料

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先

〒
叩
東
宇
和
郡
宇
和
町
卯
之
町
四
丁

目
二
四
九
番
地
(
宇
和
高
校
下
)

島
岩
編
物
専
門
学
校

合

0
8
9
4
⑫
0
2
7
3

ベ
ス
ト
の
実
物
製

藤

縄

上

岡

ツ

ギ

子

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

鎌

田

淑

佳

主

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

11 月 9日~1 5日

点検を重ねて築く 引火災ゼロか

秋の全国火災予防運動十
一
月
九
日
は

119番
の
日

展
示
・
催
し
の
ご
案
内

{
立
立
博
物
館
】

o
m
月

7
日

l
u
月
却
日

-
如
法
寺
と
盤
珪
国
師
展
・

(
盤
珪
国
師
の
書
な
ど
)

【
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
】

o
m月
幻
日

1
1
月
日
日

-
ミ
ニ
版
画
展
・

(
畦
地
梅
太
郎

・
井
堂
雅
夫
な

ど
の
作
品
約
印
点
)

o日
月
幻
日

1
日
月
幻
自

-
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
個
展
・

(
渡
辺
真
佐
の
作
品
)

新
刊
図
書
案
内

石

の

博

物

誌

杉

岡

泰

著

使

え

る

雑

学

馬

場

雄

二
著

平

成

ノ

歩

き

方

木

村

和

久

著

生
き
る
幸
福
老
い
る
幸
福
宇
野
千
代
著

お

遍

路

有

国

幸

生

著

大

愚

の

す

す

め

山

田

恵

諦

著

老
い
れ
ば
自
由
に
死
ね
ば
い
い
の
だ

三
浦
朱
門
著

ダ
イ
ア
ナ
妃
の
真
実

A
・モ

l
ト
ン
著

犬
ぞ
り
隊
、
南
極
大
陸
横
断
す

舟
津
圭
三
著

税

の

し

く

み

宮

島

洋

著

志

望

動

機

の

達

人

知

念

実

著

シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ
孤
独
を
生
き
る

大
原
健
士
郎
著

大

学

を

問

う

産

経

新

聞

社

会

部

編

心
美
し
い
女
の
子
の
し
つ
け
浜
尾
実
著

飛

び

だ

せ

宇

宙

へ

的

川
泰
宣
著

エ
イ
ズ
の
な
に
が
恐
い
の
か
水
野
肇
著

精
神
科
医
の
子
育
て
論
服
部
祥
子
著

も
っ
と
自
由
に
お
魚
料
理
池
上
保
子
著

誰
が
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
は
じ
め
た

か

?

矢
崎
葉
子
著

安
全
な
食
べ
物
ガ
イ
ド
家
の
光
協
会

は
じ
め
て
で
あ
う
小
児
科
の
本

山

田

真

著

洋

花

第

一
出
版
セ

ン
タ
ー
編

野

菜

の

病

害

虫

診

断

農

文

協

編

果

樹

の

ク

日
本
の
毒
キ
ノ
コ
即
種
小
山
昇
平
著

友
よ
、
ま
た
逢
お
う
坂
本
龍
一
他
著

日
本
名
建
築
写
真
選
集

9
大
橋
治
三
著

美

を

ひ

ら

く

扉

大

岡

信

著

ひ
め
ゆ
り
た
ち
の
祈
り
香
川
京
子
著

女

優

誕

生

和

田

勉

著

湯
原
信
光
の
ゴ
ル
フ
バ
イ
ブ
ル

10 

柳草運正北森長心地錆壁白彩謀海男人短 話栄
生原車主義京の屋蔵獄びのく雲略ののが歌 し光
十の士のの奥玉告のた世長ののサ茶好の 方は
兵記 剣日の横長日奇浮紀い峰首ロ碗き旅 で風
衛 怪死術標廊メ 性に
死 し事師下 格
すい件 を
上家 変

え

山 下 司 二大 川 高 瀬江る
田 馬藤佐岡高豊豊階 北 江田樹井 山 高戸俵 川 山 湯
風 遼原木松橋田田堂方志弥の沢崎森内 ひ 際原
太 太智隆和義有 繋 謙 乃 一 ぶ 元 洋 和 寂 万 ろ 淳信
郎 郎美 三 夫夫恒穣人三夫郎子彦子子光智し 司光
著 著著著著著著著著著著著著著著著著著 著 文著

引
き
裂
か
れ
た
家
族カ

イ
ザ
ワ

・
ト
ミ
著

夢

の

景

色

早

坂

暁

著

大
声
小
声
上
坂
冬
子
・
曽
野
綾
子
著

輝
け
る
嘘
上
・
下

N
・
シ

l
ハ
ン
著

二

O
O四
年
火
星
へ
の
旅

M
-
コ
リ
ン
ズ
著

C
-w
-ニ
コ
ル
官者

黒
姫
通
信

り 祝
ま 土 日 図
す 曜 書
σ〉 日 末月 館
で は の
'- 図 休
利 終 書 館
用 日 整 日

だく 館開
E里 は
日

さ し で 日
い て す 曜。

お
。



県
産
品
を
紹
介
し
、
そ
の
愛
用
を
促

進
す
る
た
め
、
十

一
月
七
日
凶

1
八
日

間
の
二
日
間
、
八
幡
浜
市
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
及
、
ひ
、
屋

外
特
設
会
場
に
お
い
て
、
「
第
十
六
回

南
予
地
区
愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

(八
幡

浜
会
場
)
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
地
域
の
特
産
品
等
が
展

示
・
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

O
日
時

O
会
場

水道業者の

番当水漏 十

一
月
七
日
凶
・
午
前
十

一
時

1
午
後
五
時

十
一
月
八
日
間
・
午
前
十

時
1
午
後
四
時

八
幡
浜
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

及
び
、
屋
外
特
設
会
場

最
低
賃
金
を
改
正

f

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛

媛
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、
十
月
一

日
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
改
正

に
よ
り
、

十
月

一
日
以
降
従
業
員
に
支

払
う
賃
金
は
、

一
日
当
り
四
千
百
五
十

二
円

(一

時
間
当
り
五
百
二
十
円
)
以

上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。こ

の
件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、

愛
媛
労
働
基
準
局
賃
金
課

(
8
0
8
9

9
⑮
2
1
0
1
)
又
は
、
八
幡
浜
労
働

基
準
監
督
署

(
0
8
9
4
⑫
1
7
5
0
)

ま
で
。

来
年
一
月
の
二
十
三
、
二
十
四
日
の

一一
日
間
、
内
子
町
で
第
五
回
農
業
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
肱
川
流
域
グ

リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
事
業
化
推
進
協
議

会
で
は
、
肱
川
流
域
圏
の
農
業
者
を
対

象
に
、
農
業
情
報
研
修
会
を
開
催
し
ま

す。

「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
い
か
に
農
業

に
活
用
す
る
か
」
を
テ

l
マ
に
、
次
の

要
領
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
人
は
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

平
成
4
年
日
月
幻
日
幽

午
後
1
時
却
八
刀

1

字
和
町
文
化
会
館

2
階
中
ホ
l
ル

肥
育
管
理
」
一
松
田

O
農
業
情
報
討
論
会

O

「
ひ
ば
り
ネ
ッ
ト
」
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

O
そ
の
他

J告

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間

日
月
1
日
か
ら
日
日
ま
で
は
、
「
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間
」
で
す
。
期
間

中
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
労
働
条

件
な
ど
の
改
善
・
雇
用
の
安
定
な
ど
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

O
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
相
談

日

時

日

月

2
目
、
叩
時

1
日
時
加
分

場
所
ま
つ
ち
か
タ
ウ
ン
「
泉
の
広
場
」

O
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
雇
用
管
理
セ
ミ
ナ

講場日
演 所 時 l

日
月
4
日
、
日
時
却
分

l
M
時

え
ひ
め
共
済
会
館
(
松
山
市
)

「
最
近
の
パ

l
ト
雇
用
問
題
の

動
向
と
そ
の
管
理
」

女
性
労
働
問
題
評
論
家

足
立
喜
美
子
先
生

一
員
者
募
集
E
E

・

1
1
11
市
主
木
淵
病
ム

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
次
の
要
領
で

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
】
助
産
婦
、
看
護
婦

{
採
用
予
定
人
員
】

若
干
名

【
申
込
受
付
期
間
】
平
成

4
年
日
月

2
日
か
ら
日
月
初
日
ま
で
の
執
務
時
間

中
受
け
付
ま
す
。

(
郵
送
の
場
合
は
、

日
月
初
日
の
消
印
有
効
)

【
受
験
資
格
】

山
日
本
国
籍
を
有
す
る
も
の
で
、
地
方

公
務
員
法
第
同
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
人

間
採
用
後
、
市
内
又
は
市
立
大
洲
病
院

に
通
勤
可
能
な
地
域
に
居
住
で
き
る
人

{
試
験
日
程
}

-
一
次
試
験
平
成
4
年
ロ
月
6
、
7

口以

・
二
次

試

験

平

成

5
年
1
月
中
旬

※
詳
し
く
は
、
地
区
回
覧
の
「
平
成
4

年
度
大
洲
市
職
員
(
助
産
婦
・
看
護
婦
)

採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
立
大
洲
病
院
(
含
⑪
2
1
5
1
)
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所

開
催
内
容

O
優
良
事
例
発
表

-
「
農
具
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
」
一
稲
田
秀
一

-
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た

(有)丸電工業

ft24-5351 

西田水道庖

ft26-0265 

三 原 設 備

ft24-3783 

淳山水道工事庖

ft24-2583 

いの水道工事庖

告 24-2216

伊予屋住設

ft24-2541 

内田電気水道設備

ft25-2858 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

(有)オクダ設 備

合 24-3674

大塚鉄工所

ft25-0300 

神田鉄工所

ft24-4122 

神高 設 備

合 25-4684

城戸電業社

ft25-2944 

久保鉄工所

ft26-0537 

土居鉄工所 (械

合 24-4519

(有)アサノ設 備

ft24-0783 

南予水道住設 (有)

ft24-4577 

佐藤水道庖

含 24-4410

星加鉄工所

ft26-0020 

浜 住設備

ft25-4645 

徳 森設 備

ft25-4023 

滝田水道屈

ft25-0901 

11月1日(日)

11月3日凶

11月7日(却

11月8日(日)

11月14日(土)

11月158(日)

11月21日(土)

11月22日(日)

11月23日(月)

11月28日(土)

11月29日(日)

詳しくは水道課まで

合 24-2111内線 377
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相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

{
交
通
事
故
相
談
】

日

時

日

月

9
日

冊

目

時

1
日
時

日
月
初
日
刷
四
日
時
l
M
時

場
所
い
ず
れ
の
日
も
市
役
所
三
階
会

議
室

{
人
権
相
談
】

日

時

日

月
4
日

例

日

時

1
口
時

日
月
初
日
働

日

時

1
口
時

場
所

4
日
は
久
米
公
民
館
、
羽
田
は

市
役
所
二
階
会
議
室

{
法
律
相
談
】

日

時

日

月

5
日

附

日

時

l
M
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

日

時

日

月

2
、
叩
、

お
日

『
U

土
寸

t
J
ρ
b
土
寸

1
日

1
日

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
家
庭
児
童
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

{
行
政
相
談
}

日
時
日
月
初
日
幽

9
時

i
u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

保健センターだより

者

平成 4年 6月生※

平成 4年3月生※

平成 3年4月生

平成 3年12月生※

平成元年10月生

当

.乳幼児健康診断.

該

11月5日(木)

11月10日ω
11月12日(木)

実施日

|休|日|急|患|診|療|

岡本耳鼻科(本町)

ft24-3752 

大洲中央病院(東大川1)

合 24-4551

11月1日(日)

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
宮
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

{
社
会
保
険
相
談
】

日

時

日

月

5
、
白
日

O
土
寸

1
6土
寸

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
】

日

時

日

月

幻

日

日

時

1
日
時

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
的
歳
以
上
の
人

11月17日ω
11月26日(木)

※は肱南・肱北地区のみ

13 : 00-13 : 30 

大洲市保健センター

母子健康手帳

11月10日は育児相談だけです。

.健康相談.

日時 11月11日(7J，)

受付時間

実施場所

持参品

清水医院(志保町)11月 3日ω
ft24-2017 

市立大洲病院(鉄砲町)

ft24-2151 

祖母弁医院(中村)

ft24-3756 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

11月8日(日)

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
聞
中

場
所
大
洲
隣
保
館
怨
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
宕
⑮
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
日
月
日
日

9
時
l
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

フ
ヂ
エ
ダ
花
庄
二
階
、
常
磐
町
四

【
青
少
年
相
談
電
話
】

青
少
年
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。

と
き
毎
日
の
執
務
時
間
中

電
話
番
号

@
7
8
3
0

9:30-12:00、13:00-15: 00 

市役所二階大ホール

.胃及び大腸検診.

実施日

場所

所

所絡連谷
戸
片
川

合
掌
宥

仙川

幽

門
口
門
口

「

D

広
V

田
川
白
川

1
i

1
i
 

可

i

1ム

場

11月10日ωl
j菅団連絡所

11月11日(水)

11月26日(木) 平野連絡所
沢井耳鼻科(中村)11月15日(日)

ft24-2510 

大洲中央病院(東大洲)

告 24-4551

沢井小児科(中村)11月22日(日)

まま 24-7530

大洲中央病院(東大掛1)

ft24-4551 

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
日
月
5
日
附

場

所

時

間

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

9
時
泊
分

l
u
時

3
寺
1
6
寺

噌

E
A
円
門
H
例

噌

E
4
門
H
M

南久米連絡所

8: 00-10: 00 

11月27日幽

受付時間

検診料

市
立
大
洲
病
院

900円胃がん検診

400円大腸がん検診

40歳以上の人対象者

亀井小児科(東大洲)11月23日(月)

12 

ft24-3757 

市立大洲病院 (鉄砲町)

大社i'I中央病院(東大洲)

松尾産婦人科(中村)

まま 24-5803

ft24-4551 

ft24-2151 

11月29日(日)

歯

談

手ヰ

相

実

施

日

内

容

日
月
日
日
嗣
ミ
セ
ス
歯
科
相
談

日
月
白
日
刷
乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
前
も

っ
て

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

含

@
3
1
6
5

暴力追放三ない運動
を「恐れない」
に「金を出さない」
を 「利用 しない」

※暴力団のことで因った時は、暴力追放
推進セ ンタ ー (ft0899@ 8930)までご相
談;ください。

9月末までの

大洲市内の交通事故

9月末現在 昨年同期

イ牛 数 173 176 

負傷者 236 228 

死 者 3 2 

暴力団
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